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【取組の名称】『新たなる脅威に備えて』
～COVID-19対策に学ぶ

正常性バイアスに囚われない即応プロセス～

【取組の目的】新型コロナウイルス感染拡大時
における対応を経験則として、いかに物流を守

り、繋ぎ続けるかを目的としたプロセスの構築。また、今後の脅威として、当該ウイル
スの第2波拡大に向けた防疫対策の継続と新型インフルエンザ（新たなウイルス）の発

生・拡大への防疫体制（即応対応）の確立を目的とする。

【取組の具体的な内容】
１）情報が錯綜する中、船社間及び消毒業者など専門的な知識を持った実務者との意

見交換による（海運オペとして）情報展開におけるリーダーシップ構築。
２）若年船員から高齢船員までを対象としたビジュアル面を重視した資料の作成及び

共有展開。
３）水際対策だけでなく、実際に発生した場合を想定したフローチャートの作成及び

付属資料。
４）有症者発生における消毒業者手配から対応までの間、乗組員による消毒作業「予

備消毒」の策定及び訓練。

守る
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新型コロナウイルス対応のイメージ ～PDSAサイクル～

情報展開
対策指示

最新情報入手

机上想定
資料作成

船舶運航への
置き換え

刻々と変化する
状況への対応

迫りくる脅威に対し
時間との闘い

国内における感染拡大はクラスターの
発生と共に、爆発的に広がり、マスコ
ミの情報は飽和状態となった。

手探りの状況下、短時間での分析・検
証による船への置き換えなど、時間に
追われながらスピーディーな展開を行
わなければならない。

情報展開のスパイラルダッシュに向け
た考え方が「PDSA」となる。

最新情報入手
及び問題提起

机上想定
資料作成

船舶運航へ
の置き換え

情報展開
対策指示

→より良い対策
→より正確な情報
これらを検証しながら
スピーディーに船へお届け！

PDSAサイクルイメージ
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発生以前の感染疾病対策
➢ 船内掲示物の展開

➢ 予てより運用中の安全見える化チェックに衛生関連も加え
2019年8月よりリチェック

➢ 注意喚起
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大袈裟と言われても ～情報収集・分析～

当初、ここまで感染が拡大するとは
誰もが予想だにしなかった。

しかしながら、これまでに我々はSARS
やMARSなど、ウイルスの脅威を何度も
身近に経験してきた。

家畜に至っては口蹄疫や鳥インフルエン
ザなどもその一例である。

命に関わる防疫対策は、まず過大評価に
よる掘り下げから始まる。



LOGO

www.imotoline.co.jp

5

大袈裟と言われても ～最悪な状況を想定して～
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まずは基本対策を忠実に ～乗船中の体調管理～

どのような防疫対策も、習慣付けなければ
効果は薄れる。最終的には、個人の自覚に
より、予防へ至る行動ラインの引き上げが
大事である。
ここでは、基本に忠実に、なぜ行うか、こ
れによりどのような効果を得られるかを確
認しつつ、それぞれが啓発ポスターである
ようなイメージで作成し、疲労なく見て取
れる資料の作成へ心掛けた。
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まずは基本対策を忠実に ～基本情報を提供・備蓄の管理から～

➢ 運航船団の備蓄情報を
月一で調査、公表、管理

➢ 運航船団への
マスク・アルコール消毒液の支給

➢ 貴重なマスクを納品する
までどう保たすか

➢ 毎日の検温
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罹患者が発生することを想定 ～消毒マニュアルの策定及び訓練～
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有症（発熱）者発生時における対応及び事例検証

➢ 対応を協議する際、陥りがちなのが、状況を断片的に想定するところである。
発生から復旧までに於いて、関係者と時間軸を主とした鳥瞰フローこそが検討・議論の拠り所となる。
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危険因子における基本概念 ～コックドハットにみるリスクマネジメント～

これらの取り組みにより、知識を深めると
共に、それに応じた危機感を各々が掌握す
ることで、自覚を促し、防疫対策を強化し
ていく。これにより（グループ運航船にお
いて）昨年（2019年）12月来、通常イ
ンフルエンザ等、季節性疾患については現
在に至るまで確認されていない。
また、有症者対応については、各担当者を
明確化した業務フローにより、対応の即応
化を達成できた。


